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はじめに

ここでは、『Cisco Network Positioning System Cisco ASR 1000 RouterCisco CRS RouterCisco ASR
9000 Routerコンフィギュレーションガイド』に関する情報を提供します。「はじめに」の内容
は、次のとおりです。

• 目的, v ページ

• マニュアルの変更履歴, v ページ

• 表記法, vi ページ

• 関連資料, viii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, viii ページ

目的
『Cisco Network Positioning System Cisco ASR 1000 RouterCisco CRS RouterCisco ASR 9000 Routerコ
ンフィギュレーションガイド』では、ルータで NPSを設定する方法について説明しています。

このマニュアルは、ルータベースのインターネットワーク設定に関する十分な知識および Cisco
ルータとそれに関連するソフトウェアでの十分な経験を持つサービスプロバイダーカスタマーと

Ciscoインストールパートナーを対象としています。

マニュアルの変更履歴
初版後このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴をこの表に示します。

表 1：マニュアルの変更履歴

変更点日付リビジョン

このマニュアルの初版2011年 12月OL-25811-01
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変更点日付リビジョン

このマニュアルの初版2011年 11月OL-25794-01-J

変更点日付リビジョン

このマニュアルの初版2012年 11月OL-27948-01

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

^記号とCtrlは両方ともキーボードのControl（Ctrl）キーを表し
ます。たとえば、^DまたはCtrl+Dというキーの組み合わせは、
Ctrlキーを押しながら Dキーを押すことを意味します（ここで
はキーを大文字で表記していますが、小文字で入力してもかまい

ません）。

^または Ctrl

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキストは、太

字フォントで示しています。

太字フォント

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指定するた

めの引数は、イタリック体フォントで示しています。

イタリック体

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier

フォントで示しています。

courier フォント

太字の courierフォントは、ユーザが入力しなければならないテ
キストを示します。

太字の courier フォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[x]

構文要素の後の省略記号（3つの連続する太字ではないピリオド
でスペースを含まない）は、その要素を繰り返すことができるこ

とを示します。

...

パイプと呼ばれる縦棒は、一連のキーワードまたは引数の選択肢

であることを示します。

|

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

いずれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示し

ています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

「警告」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。警告
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関連資料
Cisco NPSの設定およびリファレンスの詳細については、以下のマニュアルを参照してください:

説明参照先

サポートされているすべてのコマンドの構文に

ついて説明します。

『Cisco Network Positioning System Command
Reference for the Cisco ASR 1000 RouterCisco CRS
RouterCisco ASR 9000 Router』

CiscoASR1000ルータでNPSをインストールす
る方法について説明します。

『Cisco Network Positioning System Installation on
Cisco ASR 1000 Routers』

CiscoASR9000ルータでNPSをインストールす
る方法について説明します。

『Cisco Network Positioning System Installation on
Cisco ASR 9000 Routers』

Cisco CRSルータで NPSをインストールする方
法について説明します。

『Cisco Network Positioning System Installation on
Cisco CRS Routers』

NPSのサービス解決のコンポーネントについて
説明します。

『Cisco Network Positioning System Overview』

ITSM APIおよび RESTful APIを使用してプロ
キシミティやランキングに関する情報を要求

し、取得する方法について説明します。

『Cisco Network Positioning System ITSM API
Guide』

CDのアドバタイズメッセージについて説明し
ます。

『Cisco Network Positioning System Capability
Directory Messages Guide』

Cisco ASR 9000シリーズルータで Cisco NPSを
実行する場合の警告事項および要件を示しま

す。

『Release Notes for Cisco Network Positioning
System on Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Routers』

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

Network Positioning System の一般的な設定

Network Positioning System（NPS）の設定では次のタスクを実行します。

1 NPSと通信できるようにルータを設定する。これには、ルータに対するホスト名の割り当て
もあります。

2 データセンター（DC）に対向する1台のプロバイダーエッジルータ（PE）に対してeXtensible
Messaging、Presence Protocol（XMPP）サーバを設定する。

3 1台の DC-Facing PEに対してサービス解決エンジン（SRE）を設定する。

4 SREを設定したときと同じ DC-Faicng PEに対して機能ディレクトリ（CD）を設定する。

5 ルータ上で実行するパフォーマンスマネージャ（PFM）を設定する。この設定は、DC-Facing
PEを設定するか、カスタマーエッジルータ（CE）に対向する PEを設定するかによって異
なります。

6 プロキシミティエンジン（PXE）でのプロキシミティの計算にルーティングプロトコルを使
用できるように、ルータに対してそれらのルーティングプロトコルを設定する。

このモジュールでは、ルータが NPSと通信できるようになるうえで必要となる基本的な設定に
ついて説明します。その他の設定作業については、このマニュアルの以降のモジュールを参照

してください。

• PEでの基本的なネットワーキングの設定, 1 ページ

PE での基本的なネットワーキングの設定
システムにある CE-Facing PEおよび DCE-Facing PEのそれぞれに XMPPサーバからアクセスでき
るようにするには、次の設定が必要です。
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手順の概要

1. hostname hostname
2. ip host hostname ip-address
3. ip name-server ip-address
4. interface interface-name
5. ip address ip-address mask
6. no shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータのホスト名を設定します。hostname hostname

例：
server(config)# hostname ccnsr.com

ステップ 1   

実行している XMPPサーバの IPアドレスを指定
します。

ip host hostname ip-address

例：
server(config)# ip host ccnsr.com 172.16.0.2

ステップ 2   

ネームサーバのアドレスを指定します。 ip host
コマンドを使用しない場合にのみ、このコマンド

が必要です。

ip name-server ip-address

例：
server(config)# ip name-server

ステップ 3   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始してインターフェイスをイネーブルにし

ます。

interface interface-name

例：
server(config)# interface gigabitethernet
0eth0
server(config-if)#

ステップ 4   

インターフェイスの IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：
server(config-if)# ip address 172.17.0.3
255.255.255.0

ステップ 5   

インターフェイスをイネーブルにします。no shutdown

例：
server(config-if)# no shutdown

ステップ 6   

次の作業

XMPPサーバを設定します。
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第 2 章

XMPP サーバの設定

eXtensible Messaging and Presence Protocol（XMPP）は、ほぼリアルタイムの通信を実現するため
のオープンなXMLベースの標準です。XMPPは、情報の配信でさまざまなプラットフォームに
わたってほぼリアルタイムの通信を提供できるので、NPSコンポーネント間で使用する主要な通
信と転送のプロトコルとなっています。

Jabberは、NPSソフトウェアと同時にインストールされる XMPPの実装です。このモジュール
では、Jabberの設定について説明します。

NPSのインストールでは XMPPソフトウェアはインストールされません。 NPSのさまざまなコ
ンポーネント間でリアルタイム通信を容易にする XMPPソフトウェアをインストールする必要
があります。あらゆるプラットフォームで動作する XCPの使用を推奨します。

• XMPPサーバの設定, 3 ページ

XMPP サーバの設定
サービス解決を目的とした PEルータ間の通信を容易にするために、Jabberを使用します。次の
タスクで、システムにある PEルータのいずれかで Jabberサーバを設定します。 XMPPの pubsub
プロトコルを使用してデバイスの機能を取得する際にも、機能ディレクトリ（CD）で Jabberを使
用します。一般的には、サービス解決エンジン（SRE）をインストールした DCE-Facing PEに
Jabberサーバをインストールします。

手順の概要

1. jabber server
2. domain domain-name
3. ipaddr ipv4 ip-address
4. log-level level
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータで XMPPサーバを設定する Jabberコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

jabber server

例：
switch(config)# jabber server

ステップ 1   

Jabberサーバのドメイン名を指定します。domain domain-name

例：
switch(config-jabber)# domain ccnsr.com

ステップ 2   

Jabberサーバに使用する IPアドレスを指定します。ipaddr ipv4 ip-address

例：
switch(config-jabber)# ipaddr ipv4
172.16.0.2

ステップ 3   

表示する通知を指定します。表示されるオプション

には、次のものがあります。

log-level level

例：
switch(config-jabber)# log-level info

ステップ 4   

• debug

• error

• info

• verbose

• warn

次の作業

SREを設定します。
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第 3 章

サービス配置の設定

Cisco NPSでは、サービス解決エンジン（SRE）で推奨のサービス配置を指定します。これは、
要求されたサービスをサポートする多数のデータセンターからいずれかを選択する操作です。

SREでは、目的のサービスのパラメータが指定されたサービス要求を受け取ります。このような
サービスとして、たとえば仮想データセンター（vDC）でのデバイスのアクティブ化がありま
す。 SREからは、この要求に対応できる物理データセンターのリストを返します。このリスト
では、サービス解決ポリシーで定義されているパラメータに従った順序でデータセンターが記述

されています。

• サービス解決エンジンに関する情報, 5 ページ

• サービス解決エンジンの設定, 6 ページ

サービス解決エンジンに関する情報
SREの主な機能は、ネットワークの中でサービスの配置に最適な場所を推奨することです。 SRE
では、次のような所要のサービスパラメータを指定したサービス要求を取得します。

•必要とするコンピューティング能力を備えた仮想データセンタ（vDC）リソース

•ストレージ容量

•ファイアウォールやロードバランサなどのネットワークサービス

•サービスの論理トポロジ

•ポリシーのハンドル

SREは、これらの要件を満足できるデータセンター（DCS）のリストを返します。このリストで
は、該当のポリシーおよびユーザ指定の順序設定に従った順序でデータセンターが記述されてい

ます。たとえば、サービスの起点と物理データセンター間のネットワークプロキシミティや、

サービスの起点と物理データセンター間のパフォーマンスメトリックに従って、データセンター

を推奨される順に並べることができます。

Cisco Network Positioning System Cisco ASR 1000 ルータリリース 1.0 コンフィギュレーションガイド
    OL-25794-01-J 5



SREは、外部ポリシーサーバとのインターフェイスを通じて関連のポリシーを取得します。ま
た、NGN機能ディレクトリ（NCD）、パフォーマンスマネージャ（PFM）、プロキシミティエ
ンジン（PXE）などの内部コンポーネントとの対話を通じて、サービスの推奨事項を提示するた
めに必要なデータを取得します。

サービス解決エンジンのランキング要件

SREでは、プロキシミティのランキングを求めるサービス要求があると、サービスの起点とデー
タセンター間のネットワークプロキシミティに従ってデータセンターをランキングできます。

プロキシミティのランキング

Cisco NPSで扱うプロキシミティのランキングは、プロバイダーエッジデバイスに対向するカス
タマーエッジデバイスとプロバイダーエッジデバイスに対向するデータセンターエッジデバイ

スとの間のネットワーク距離に基づきます。

パフォーマンスのランキング

SREでは、パフォーマンスのランキングを求めるサービス要求があると、パフォーマンスに従っ
てデータセンターをランキングできます。

Cisco NPSで扱うパフォーマンスのランキングは、プロバイダーエッジデバイスに対向するカス
タマーエッジデバイスからプロバイダーエッジデバイスに対向するデータセンターエッジデバ

イスとの間で数値化したパフォーマンス属性値に基づきます。ユーザは、パフォーマンス属性ご

とに異なるランキングのプライオリティを割り当てることができます。 SREでサポートしている
属性は次のとおりです。

•トラフィックの遅延

•トラフィックの損失

ユーザはさまざまなパフォーマンス属性の組み合わせを選択し、それぞれに別々のランキングプ

ライオリティを割り当てることができます。

サービス解決エンジンの設定
次の設定をプロバイダーエッジルータ（PE）で実行して、サービス解決エンジン（SRE）をイ
ネーブルにします。ネットワークの DCE-Facing PEで SREを実行することを推奨します。
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手順の概要

1. service-resolution web-service address ip-address [port port]
2. service-resolution web-service username username password password
3. service-resolution dc id pe-address address
4. service-resolution exclude dc id
5. service-resolution service-request timeout timeout-interval
6. service-resolution web-service crypto certificate certificate

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

サービス解決 API Webサービスのホスト名（または IPアド
レス）およびポートを設定します。アドレスは明示的に設定

できます。

service-resolution web-service address
ip-address [port port]

例：

switch(config)# service-resolution

ステップ 1   

• ip-address：このサービス解決APIに外部から到達するた
めに使用する IPアドレス。web-service address 10.0.0.1 port 10000

• port：この APIに外部から到達するためにWebサーバ
アドレスの中で指定するポート。

サービス解決 APIのユーザ認証で使用するユーザ名とパス
ワードを設定します。設定できるユーザ名とパスワードのペ

service-resolution web-service username
username password password

例：

SR(config)# service-resolution
web-service username foo password 1234

ステップ 2   

アは 1つのみです。ユーザ名とパスワードを設定しないと、
ユーザ認証がディセーブルになります。

• username：追加するサービス解決 APIユーザ名。

• password：このユーザ名に関連付けるパスワード。

データセンター（DC）と PEのペアを設定します。このコマ
ンドで入力したデータセンターは、DCに接続した PEに関連
付けられるほか、DC候補のリストにも使用されます。

service-resolution dc id pe-address address

例：

SR(config)# service-resolution dc

ステップ 3   

• id：一意のデータセンター識別情報。
att-west pe-address 5.5.5.5
SR(config)# service-resolution dc DC1 • address：DCへのアクセスに使用するPEの IPアドレス。

このアドレスは、さまざまなタイプのランキング（パ
pe-address 2.2.2.2
SR(config)# service-resolution dc DC1
pe-address 3.3.3.3

フォーマンス、プロキシミティなど）でエンドポイント

として使用されます。

SR(config)# service-resolution dc DC2
pe-address 4.4.4.4
SR(config)# service-resolution dc DC2
pe-address 1.1.1.1
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目的コマンドまたはアクション

グローバルな除外リストにデータセンターを追加します。つ

まり、サービス配置として推奨する処理から除外するデータ

service-resolution exclude dc id

例：

switch(config)# service-resolution
exclude dc att_west

ステップ 4   

センターのリストにデータセンターを追加します。一般的に

は、メンテナンスのためにデータセンターがダウンしている

場合に、この除外処理を実行します。

• id：除外するデータセンターの識別情報。

サービス要求のタイムアウト間隔を秒数で指定します。有効

値の範囲は、1～ 3600です。デフォルトは 30秒です。
service-resolution service-request timeout
timeout-interval

例：

switch(config)# service-resolution
service-request timeout 90

ステップ 5   

HTTPSをサポートするために、サービス解決Webサービス
の暗号証明書を設定します。

service-resolution web-service crypto
certificate certificate

例：
switch(config)# service-resolution
web-service crypto certificate
lighttpd.pem

ステップ 6   

サービス解決の設定例

show service-resolution dc コマンド：例

SR-1# show service-resolution dc

--------------------------------------------------------------------
DC

PE-name PE-address
--------------------------------------------------------------------
DC1

PE1 1.1.1.1
PE2 2.2.2.2
PE3 3.3.3.3

DC2
PE4 4.4.4.4
PE1 1.1.1.1

my-data-center-14
my-pe-22 22.22.22.22
my-pe-28 111.111.111.111
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show service-resolution service-requests コマンド：例

SR-1# show service-resolution service-requests

Service-Request:
ID: 00000001
vdc_id: 22222
user_handle: my_handle_1
URI: https://sr.foobar.net/sr/serv_req_00000001

state: DONE
Message: Service-request '000000001' processing successfully completed.
Detail: n/a

CE-address: 10.10.10.1
PE-address: 10.10.10.2

Ranked DC list:
DC: amazon_west
PE-address: 30.30.30.2
PE-address: 20.20.20.1

DC: att_west
PE-address: 50.50.50.1
PE-address: 60.60.60.1
PE-address: 40.40.40.1

Service-Request:
ID: 00000050
vdc_id: 12345
user_handle: h2
URI: https://sr.foobar.net/sr/serv_req_00000050

state: PENDING
Message: Waiting for ranking processing to complete
Detail: n/a

Service-Request:
ID: 00001000
vdc_id: 7890
user_handle: handle3
URI: https://sr.foobar.net/sr/serv_req_00001000

state: ERROR
Message: Performance Manager Error
Detail: n/a
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第 4 章

機能ディレクトリの設定

機能ディレクトリ（CD）は、各データセンターで利用できるサービスを追跡し、各要求の要件
を満足するうえで十分な能力を持つ利用可能なデータセンターのリストを SREに提供します。

• 機能ディレクトリの設定, 11 ページ

機能ディレクトリの設定
SREをインストールした DC-Faicng PEに対して機能ディレクトリ（CD）を設定します。

手順の概要

1. cd xmpp username user password pass
2. xmpp server type cd host hostname

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

CDのユーザ名とパスワードを設定します。cd xmpp username user password pass

例：
switch(config)# cd xmpp username user-xyz password
pass

ステップ 1   

CDのプロセスに対して XMPPサーバに接
続する方法を指定します。

xmpp server type cd host hostname

例：
switch(config)# xmpp server type cd host ccnsr.com

ステップ 2   
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次の作業

PFMを設定します。
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第 5 章

サービスを選択するためのパフォーマンス

メトリックの設定

パフォーマンスマネージャ（PFM）はプラットフォームに依存しないサブコンポーネントであ
り、サービスの起点と候補とする各データセンターの間で得られたパフォーマンスデータ（遅

延、ジッター、および到達可能性）を提供します。

• パフォーマンスマネージャの前提条件, 13 ページ

• パフォーマンスマネージャの制限事項, 13 ページ

• パフォーマンスマネージャに関する情報, 14 ページ

• パフォーマンスマネージャの設定方法, 17 ページ

パフォーマンスマネージャの前提条件
PFMを正しく実装して使用できるようにするには、次の条件が必要です。

•目的の PEデバイスで eXtensible Messaging and Presence Protocol（XMPP）がサポートされて
いること。

• Web Services Management Agent（WSMA）からパフォーマンスルーティング（PfR）情報に
アクセスできること。 Cisco CRSルータでは PfRをサポートしていないので、CE上または
マスターコントローラ（MC）として機能しているCiscoASR1000ルータ上で、該当のCisco
CSRルータに隣接して PfRが動作するように設定する必要があります。

パフォーマンスマネージャの制限事項
パフォーマンスマネージャ（PFM）は、NPS配置でプレフィックスマップおよびアクティブプ
ローブを使用して設定する必要があります。このようなアクティブプローブはジッタープロー

ブとエコープローブに制限されています。エコープローブの場合、PFMは損失統計情報を受け
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取りません。ジッタープローブの場合、DCEPEを IP SLAレスポンダとして設定する必要があり
ます。

パフォーマンスマネージャに関する情報
パフォーマンスサブシステム（PFS）はNetwork Positioning System（NPS）のコンポーネントであ
り、データセンターのパフォーマンスデータを評価して、サービス解決エンジン（SRE）にデー
タセンターのランキングを提示します。 PFSでは次のようなパフォーマンスデータを評価しま
す。

•遅延：一定期間内のエンドツーエンドのパケット遅延

•損失：宛先へのパケット損失に関する統計情報

•到達可能性：到達不能な宛先に送信されたパケットに関する統計情報

PFSではパフォーマンスルーティング（PfR）を使用してこのデータを取得します。PFSは、SRE
から受信した要求を解析し、その要求を満たすデータを PfRから導き出します。

図 1：パフォーマンスサブシステム

PFSには次の 2つの主要コンポーネントがあります。

•パフォーマンスマネージャ（PFM）：プラットフォームに依存しないサブコンポーネントで
あり、サービスの起点と候補とする各データセンターの間で得られたパフォーマンスデータ
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（遅延、ジッター、および到達可能性）を提供します。 PFMは CE-Facing PEルータと
DCE-Facing PEルータの両方で動作します。

•パフォーマンスアダプタ（PFA）：パフォーマンスデータプロバイダー（PDP）から PFM
のパフォーマンスデータを取得するプラットフォーム依存サービス。PDPは、パフォーマン
スサブシステムの外部に存在するプラットフォーム依存のアダプタです。 PFAおよび PDP
は CE-Facing PEルータでのみ動作します。

eXtensible Messaging and Presence Protocol クライアントの登録
さまざまな PEデバイス上に存在する各 PFMピアは、eXtensible Messaging and Presence Protocol
（XMPP）を使用して相互に通信します。 XMPPは要求応答メカニズムを使用します。したがっ
て、ピアどうしの接続を確立するには、それらのピアを XMPPサーバで認識できることが必要で
す（つまり、各ピアに Jabber ID（JID）が必要です）。

ピアの通知では次の情報を指定します。

•ホスト名：PEデバイスのホスト名または IPアドレス。

• PFMID：PFMエンティティの ID。

• PEのタイプ：CEデバイスまたはDCEデバイス。ローカルCEテーブルで設定したデバイス
は、PEデバイスに対向する CEデバイスであることが必要です。

• Jabber ID：XMPPクライアントの ID。
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パフォーマンスマネージャのメッセージ処理

SREは、Cisco NPSのメッセージフローを開始します。このメッセージフローは、パフォーマン
スサブシステム（PFMと PFA）および PDPによって順番に処理されます。

図 2：PFM メッセージフロー

PFMプロセスは、10秒ごとに PFAからパフォーマンスデータを取得してキャッシュに保存しま
す。各 PFMエンティティは、キャッシュにあるテーブルを最新のデータソースとして共有しま
す。
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パフォーマンスマネージャの設定方法

DC-Facing PE でのパフォーマンスマネージャの設定
DC-Faicng PE上のパフォーマンスサブシステム（PFS）では PFMのみを実行します。これは、
受信したすべての要求を CE-Facing PEに送信し、そこで処理できるようにします。 DC-Faicng PE
上の PFMは、次の処理を実行します。

• SREから要求を受信する。

•対応する CE-Facing PEを特定し、その PEから eXtensible Messaging and Presence Protocol
（XMPP）を使用してパフォーマンスデータを受け取る。

•最終的なパフォーマンスデータを SREに送信する。

すべての DC-Faicng PEに対して PFMを設定します。

手順の概要

1. xmpp server type pfm hostname
2. pfm local-host ip-address
3. pfm dce-facing

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

PFMに XMPPサーバの名前を指定します。xmpp server type pfm hostname

例：
xmpp server type pfm ccnsr.com

ステップ 1   

いずれかのDCに到達するための IPアドレスを任意に
指定します。この値を使用して、XMPP通信で使用す
る Jabber IDが生成されます。

pfm local-host ip-address

例：
(config)# pfm local-host 10.4.1.1

ステップ 2   

DCE-Facing PEで実行するパフォーマンスマネージャ
をイネーブルにします。

pfm dce-facing

例：
(config)# pfm dce-facing

ステップ 3   

次の作業

すべての CE-Facing PEを設定します。
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CE-Facing PE でのパフォーマンスマネージャの設定
CE-Facing PE上のパフォーマンスサブシステム（PFS）は、パフォーマンスマネージャ（PFM）
とパフォーマンスアダプタの両方を実行します。これは次の処理を実行します。

• eXtensible Messaging and Presence Protocol（XMPP）を使用してリモートの PFMから要求を受
信する。

• PFA APIを使用して、CEデバイスが PDPからパフォーマンスデータを取得できるようにす
る。

• PFAを使用して、CEデバイスのデータをフィルタリングおよびフォーマットする。

すべての CE-Faicng PEで PFMを設定します。

DC-Facing PE上で CE-Facing PFMを設定することもできます。このシナリオでは、すべての
DC-Faicng PEルータで CE-Facing PEと DC-Faicng PEの両方を設定します。したがって、どの
CE-Facing PEルータでも PFMは設定されません。

（注）

手順の概要

1. xmpp server type pfm hostname
2. pfm local-host ip-address
3. ce-table name
4. ce-address ipv4 ip-address pfr-mc
5. exit
6. pfm ce-facing
7. entity number
8. ce-table name
9. pfr-mc {enable | disable}
10. wsma agent
11. host ip-address username user password pass
12. do show pfm entity-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

PFMに XMPPサーバの名前を指定します。xmpp server type pfm hostname

例：
switch(config)# xmpp server type
pfm ccnsr.com

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

外部からこの PFMに到達するために使用する IPアドレスを指定
します。この PEがMC対応である場合、この IPアドレスは、こ

pfm local-host ip-address

例：
switch(config)# pfm local-host
10.1.0.2

ステップ 2   

の PE上のWSMAサーバの有効な IPアドレスであることが必要
です。この PEがMC対応でない場合は、DCE-Facing PEがXMPP
を通じてこの PEと通信できるように、SREの要求で指定されて
いる PEアドレスと同じローカルホストを指定する必要がありま
す。

PE上に新しいローカル CEテーブルを作成し、CEテーブルコン
フィギュレーションモードを開始します。パフォーマンスルー

ce-table name

例：
switch(config)# ce-table cet1

ステップ 3   

ティング（PfR）マスターコントローラ（MC）対応ルータごとに
CEテーブルを 1つ設定する必要があります。

• name：CEテーブルの名前。最大で32文字を使用できます。

接続されている CEデバイスの IPアドレスを設定します。 1つの
CEテーブルには最大で 10個の CEアドレスを入力できます。

ce-address ipv4 ip-address pfr-mc

例：
switch(config-ce-table)#
ce-address ipv4 10.2.1.1 pfr-mc

ステップ 4   

• pfr-mc：接続された CEが PfR MC対応であることを指定し
ます。

CEテーブルコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config-ce-table)# exit
(config)#

ステップ 5   

CE-Facing PEで実行するパフォーマンスマネージャをイネーブル
にし、PFMコンフィギュレーションモードを開始します。

pfm ce-facing

例：
switch(config)# pfm ce-facing
(config-pfm-pece)#

ステップ 6   

PFMエンティティを開始し、PFMエンティティコンフィギュレー
ションモードを開始します。 1つの PFMでは最大で 10個のエン
ティティを同時に実行できます。

entity number

例：
switch(config-pfm-pece)# entity
1
(config-pfm-pece-entity)#

ステップ 7   

• number：一意のエンティティ IDを生成するために使用する
エンティティ番号。1～ 10の範囲で指定します。 PFMエン
ティティ IDは、名前+ホスト名+エンティティ番号の形式で
記述します。たとえば、pfm-10.74.1.12-1とします。

ローカル CEテーブルとエンティティをバインドします。ce-table name

例：
switch(config-pfm-pece-entity)#
ce-table cet123

ステップ 8   

• name：このエンティティとバインドする CEテーブルの名
前。ここで指定する CEテーブルを事前に設定しておく必要
があります。
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目的コマンドまたはアクション

エンティティが PfR MC対応であるかどうかを指定します。pfr-mc {enable | disable}

例：
switch(config-pfm-pece-entity)#
pfr-mc enable

ステップ 9   

Web Services Management Agent（WSMA）エージェントを設定す
るWSMAコンフィギュレーションモードを開始します。 PFAが

wsma agent

例：
switch(config)# wsma agent

ステップ 10   

MCからパフォーマンスデータを取得できるようにするには、
WSMAの設定が必要です。この CE-Facing PEまたは任意の CE
にMCを配置できます。

PFRとマスターコントローラをホストするCEルータとのWSMA
接続で使用する IPアドレスを設定します。

host ip-address username user
password pass

例：
switch(config-wsma)# host
10.1.0.2 username xyz password
pass

ステップ 11   

設定されたパフォーマンス管理情報を表示します。do show pfm entity-number

例：
switch# show pfm

ステップ 12   

• entity-number：特定のエンティティの情報を表示します。こ
れを指定しない場合は、設定されているすべてのエンティ

ティの情報が表示されます。

CE-Facing PE での PFM の設定：例

この例で設定した CE-Facing PEには、PfR MC非対応の CEが 1つと PfR MC対応の CEが 2つあ
ります。

pfm ce-facing
entity 1
ce-table table1

entity 2
pfr-mc disable
ce-table table2

entity 3
pfr-mc disable
ce-table table10

pfm local-host 10.1.1.2
ce-table table1
ce-address ipv4 10.1.1.1
ce-address ipv4 20.1.12.1
ce-address ipv4 20.1.13.1
ce-address ipv4 20.1.10.2

ce-table table2
ce-address ipv4 50.1.1.1 pfr-mc
ce-address ipv4 50.1.2.1

ce-table table10
ce-address ipv4 60.1.1.1 pfr-mc
ce-address ipv4 60.1.2.1
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ce-address ipv4 60.1.3.1

show pfm：例

次に、show pfmコマンドの出力例を示します。
switch# show pfm

Entity-ID PFM-ID Active-PDP-Address CE-Table
1 PFM-26.0.0.2-1 192.168.1.1 cet123
5 PFM-26.0.0.2-5 10.74.5.32

次の作業

あらゆる DCE-Facing PEを設定します。
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第 6 章

ネットワークプロキシミティに使用する

ルーティングプロトコルの設定

NPSでは、データセンターを選択するプロセスで IS-IS、OSPF、および BGPの各ルーティング
プロトコルを使用してネットワークプロキシミティを計算します。このモジュールの説明に従っ

て、これらのプロトコルが目的のルータで稼働している必要があります。

• ネットワークルーティングプロキシミティに関する情報, 23 ページ

• ルーティングプロトコルの設定方法, 25 ページ

ネットワークルーティングプロキシミティに関する情報
Cisco NPSのプロキシミティエンジン（PXE）では、ネットワークルーティングプロキシミティ
を使用し、クライアントからデータセンターまでのトポロジ距離とパス距離に基づいてデータセ

ンターを選択します。 PXEは IGP（IS-IS、OSPF）と EGP（BGP）の両方からトポロジとパス情
報を収集します。次に、固定ソース（プロキシミティソースアドレス（PSA））からのトポロジ
距離の順に、リスト（プロキシミティターゲットリスト（PTL））の中で宛先をランク付けしま
す。サービス解決エンジン（SRE）から、クライアントアドレス（PSA）とデータセンター候補
リスト（PTL）が PXEに送信されます。 PXEは、そのリストをネットワークプロキシミティに
よってランク付けして SREに返します。 PXEは、PSAとプロキシミティターゲットアドレス
（PTA）とのトポロジ距離を常時計算しています。PTAは、PTLに存在する単一の要素です。

次の図に、基本的なプロキシミティ機能を示します。 2つの自律システム（AS）を持つこのネッ
トワークには、それぞれ DCE-2、DCE-3、および DCE-4でホストされている 3つのデータセン
ターがあります。 PTLにはこれらの DCEが記述されます。 PE-1の背後でホストされている CPE
がサービス解決に要求を送信します。サービス解決は、AS1にあるどのプロバイダーエッジルー
タ（PE）上でも動作できます。 PE-1は PSAを形成します。 PXEは IGPプロキシミティアルゴ
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リズムを実行し、DCE-2を「最も近いデータセンター」として選択したうえで、ランキングリス
ト DCE-2、DCE-3、DCE-4を返します。

図 3：ネットワークプロキシミティによるデータセンターの選択

PXE のデータ要素
PXEの動作は、以下のデータ要素によって決まります。

• PSA：プロキシミティソースアドレス。対象とするひと揃いのデータセンターの場所を得
るためにプロキシミティの計算を要求しているエンドユーザまたはクライアントの送信元IP
アドレスです。

• PTA：プロキシミティターゲットアドレス。所定のデータセンタの場所を示す IPアドレス
です。所定の PSAと PATのペアについてプロキシミティが計算されます。

• PTL：プロキシミティターゲットリスト。 PTAの集合です（ランク付けがある場合とない
場合があります）。

PSAまたは PTAの従来の値は IPアドレスとマスクの組み合わせです。 Cisco NPSでは、PXEで
IPアドレスを扱うことを想定しているので、IPアドレスではない形式の識別情報はすべて、PXE
の外部で IPアドレスとマスクの組み合わせに変換する必要があります。
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PXE のピアリングおよびランキング
PXEは、ネットワーク上の他のルータとパッシブにピアリングします。つまり、PXEはルートの
みを学習します。PXEから何らかのルートがネットワークに追加されることはありません。PXE
は、適切な IGP/EGPコントロールプレーンの動作に全面的に参加します。ただし、PXEは学習
したルートをプロキシミティの計算にのみ使用し、メインルータコントロールプレーンのRouting
Information Base（RIB）には干渉しません。この目的で、PXEは RIBのコピーを別途保持してい
ます。

IGP のプロキシミティ

Cisco NPSは、IGPプロトコルとして OSPFと IS-ISをサポートしています。そのアルゴリズム
は、逆方向の Shortest Path First（SPF）の計算に依存しているので、たとえばリンクコストは PTA
から PSAの方向に評価されます。

EGP のプロキシミティ

BGPは、事実上の EGP標準であり、BGPのプロキシミティの基本アルゴリズムは AS PATH属性
に依存しています。この計算は、IGPの場合に非常によく似ていますが、リンクコストの代わり
にパスコストを使用する点が異なります。CiscoNPSでは、AS間のトポロジでプロキシミティを
計算できません。

プロキシミティソースアドレスのルートオリジン

PXEは、正しいプロキシミティアルゴリズムを適用するために、PSAの学習で使用したものと同
じルーティングプロトコルを選択します。たとえば、PXEが OSPFを使用して PSAを学習して
いる場合、プロキシミティの計算は IGPのプロキシミティに依存し、BGPから学習した PTAは自
動的に低位にランクされます。同じOSPFエリアにある PTAが別のASでは PTAよりも優先する
ので、この手法は良好に機能します。 IGPのプロキシミティおよびBGPのプロキシミティは最も
頻繁に適用されます。

ルーティングプロトコルの設定方法

プロキシミティの計算に向けた OSPF の設定
次のタスクで、プロキシミティエンジンで実行するプロキシミティの計算に使用するOpenShortest
Path First（OSPF）ルーティングプロセスを設定します。

はじめる前に

OSPFプロキシミティの計算機能を使用する場合は、使用しているルータの integrated-serviceイン
ターフェイスに対し、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip ospf priorityコマン
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ドを設定することを推奨します。このコマンドは、指定ルータ（DR）/バックアップ DRの選択
を判断する上で効果的です。

Router# config
Router(config)# interface interface-service 0
Router(config-if)# ip ospf priority 1

手順の概要

1. router ospf process-id
2. network ip-address wildcard-mask area area-id
3. area area-id {stub | nssa}
4. area area-id authentication {message-digest | cleartext}
5. log-adjacency-changes
6. router-id ip-address
7. interface eth0 priority priority

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルーティングコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router ospf process-id

例：
switch(config)# router ospf 123

ステップ 1   

• process-id：OSPFルーティングプロセスにローカルで割
り当てて内部使用する識別情報。任意の正の整数が使用

できます。

OSPFを実行するインターフェイスと、そのインターフェイス
のエリア識別情報を定義します。

network ip-address wildcard-mask area
area-id

例：
switch(config-router)# network
26.0.0.0 255.0.0.0 area 1

ステップ 2   

• ip-address：OSPFに関連付けるエリアの IPアドレス。

• wildcard-mask：IPアドレスの範囲を定義するために IPア
ドレスに適用するワイルドカードマスク。

• area-id：OSPFアドレス範囲に関連付けるエリア。

スタブエリアまたはNot-So-StubbyAreaとしてOSPFエリアを
設定します。

area area-id {stub | nssa}

例：
switch(config-router)# area 1 stub

ステップ 3   

OSPFエリアの認証をイネーブルにします。area area-id authentication
{message-digest | cleartext}

ステップ 4   

• area-id：認証をイネーブルにするエリアの識別情報。 10
進数値で指定する必要があります。例：

switch(config-router)# area 0
authentication message-digest
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目的コマンドまたはアクション

• message-digest：指定のエリアに対してMessage Digest 5
（MD5）認証をイネーブルにします。

• cleartext：指定のエリアに対してクリアテキスト認証を
イネーブルにします。

OSPFネイバーが起動または停止したときに、ルータが syslog
メッセージを送信するように設定します。

log-adjacency-changes

例：
switch(config-router)#
log-adjacency-changes

ステップ 5   

固定ルータ IDを使用することを指定します。router-id ip-address

例：
switch(config-router)# router-id
26.0.0.2

ステップ 6   

• ip-address：IPアドレス形式で記述したルータ ID。

OSPFのプライオリティを指定します。 0～ 255の範囲で値を
指定できます。デフォルトは 1です。

interface eth0 priority priority

例：
switch(config-router)# interface
eth0 priority 2

ステップ 7   

プロキシミティの計算に向けた BGP の設定
次のタスクで、プロキシミティエンジンでプロキシミティを計算できるようにボーダーゲート

ウェイプロトコル（BGP）のルーティングプロセスを設定します。

手順の概要

1. router bgp as-no
2. location-community community-string weight weight
3. log-neighbor-changes
4. neighbor ip-address timers keepalives holdtime
5. neighbor ip-address ebgp-multihop
6. neighbor ip-address remote-as as-no
7. neighbor ip-address password string
8. ip urib bgp bestpath
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

BGPルーティングプロセスを設定し、ルーティングコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router bgp as-no

例：
switch(config)# router bgp 3

ステップ 1   

• as-nc：他のBGPルータに対するルータを指定し、同時に渡さ
れるルーティング情報のタギングをする、自律システムの番

号。

プロキシミティエンジンに関連付けたコミュニティ値を設定しま

す。

location-community community-string
weight weight

例：
switch(config-router)#
location-community 11:222 weight
100

ステップ 2   

• community-string：プロキシミティエンジンに関連付けた文字
列。

• weight：コミュニティに関連付けた重み。

BGPネイバーリセットのロギングをイネーブルにします。log-neighbor-changes

例：
switch(config-router)#
log-neighbor-changes

ステップ 3   

特定の BGPピアまたは BGPピアグループのタイマーを設定しま
す。

neighbor ip-address timers keepalives
holdtime

例：
switch(config-router)# neighbor
26.0.0.1 timers 30 100

ステップ 4   

• ip-address：BGPピアまたは BGPピアグループの IPアドレ
ス。

• keepalives：BGPプロセスからそのピアにキープアライブメッ
セージを送信する時間間隔（秒）。デフォルトは 60です。
有効な範囲は 0～ 65535です。

• holdtime：キープアライブメッセージを受信できない状態が
継続して、ピアがデッドであるとプロセスで宣言するまでの

時間（秒）。デフォルト値は 180です。有効な範囲は 3～
65535です。この保持時間は、キープアライブメッセージの
時間間隔の 2倍より長くする必要があります。

直接接続されていないネットワークに存在する外部ピアとの BGP
接続を受け入れ、またその接続を試行するように BGPルーティン
グプロセスを設定します。

neighbor ip-address ebgp-multihop

例：
switch(config-router)# neighbor
26.0.0.1 ebgp-multihop

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコルBGPネイバーテー
ブルにエントリを追加します。

neighbor ip-address remote-as as-no

例：
switch(config-router)# neighbor
26.0.0.1 remote-as 1

ステップ 6   

2つの BGPピア間の TCP接続上でMessage Digest 5（MD5）認証
をイネーブルにします。

neighbor ip-address password string

例：
switch(config-router)# neighbor
26.0.0.1 password 123

ステップ 7   

• ip-address：BGPスピーキングネイバーの IPアドレス。

• string：大文字と小文字が区別される、最大25文字のパスワー
ド。最初の文字を数値にはできません。この文字列には、ス

ペースも含め、あらゆる英数字を使用できます。数字-スペー
ス-任意の文字の形式でパスワードを指定することはできませ
ん。数字の後にスペースを使用すると、認証に失敗する原因

となることがあります。

BGP自律システム（AS）のパスの長さに基づくプロキシミティを
使用するプロキシミティアルゴリズムをイネーブルにします。

ip urib bgp bestpath

例：
switch(config)# ip urib bgp
bestpath

ステップ 8   

プロキシミティの計算に向けた IS-IS の設定
次のタスクで、プロキシミティエンジンで実行するプロキシミティの計算に使用する Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロセスを設定します。

手順の概要

1. router isis process-name
2. net network-entity-title
3. lsp-mtu max-lsp-size
4. log-adjacency-changes
5. is-type {level-1 | level-2 | level -1-2}
6. authentication-check {level-1 | level-2}
7. authentication-type {md5 | text} {level-1 | level-2}
8. authentication key-chain name-of-chain {level-1 | level-2}
9. interface eth0 priority priority
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IS-ISルーティングプロセスを設定し、ルーティングコンフィギュレー
ションモードを開始します。

router isis process-name

例：
switch(config)# router isis 123

ステップ 1   

• process-name：ルーティングプロセスを表す名前。この名前は、
指定ルータでのすべての IP、またはコネクションレス型ネット
ワークサービス（CLNS）ルータプロセス内で一意でなければな
りません。

CLNSルーティングプロセスの IS-IS Network Entity Title（NET）を設
定します。

net network-entity-title

例：
switch(config-router)# net
26.0.0.0

ステップ 2   

• network-entity-title：CLNSルーティングプロセスのエリアアドレ
スおよびシステム ID。この引数には、IPアドレスまたは名前を
指定できます。

IS-ISリンクステートパケット（LSP）の最大伝送単位（MTU）サイ
ズをバイトの単位で設定します。指定できる値は 0～ 2147483647で
す。

lsp-mtu max-lsp-size

例：
switch(config-router)# lsp-mtu
1000

ステップ 3   

IS-ISネイバーが起動または停止したときに syslogメッセージを送信
するようにルータを設定します。

log-adjacency-changes

例：
switch(config-router)#
log-adjacency-changes

ステップ 4   

IS-ISルーティングプロセスのインスタンスのルーティングレベルを
設定します。

is-type {level-1 | level-2 | level -1-2}

例：
(config-router)# is-type
level-1-2

ステップ 5   

• level-1：レベル 1（エリア内）ルーティングのみの実行を指定し
ます。このルータが学習するのはそのエリア内の宛先だけです。

レベル 2（エリア間）ルーティングは、最も近いレベル 1～ 2
ルータによって実行されます。

• level-2：レベル 1とレベル 2の両方のルーティングを実行しま
す。このルータは、ルーティングプロセスのインスタンスを 2
つ実行します。このルータは、エリア内（レベル 1ルーティン
グ）の宛先について 1つのリンクステートパケットデータベー
ス（LSDB）を持っており、Shortest Path First（SPF）の計算を実
行してエリアトポロジを検出します。また、他のすべてのバッ

クボーン（レベル 2）ルータのLSPによる別のLSDBも備え、別
の SPF計算を実行してバックボーンのトポロジと他のすべての
エリアの存在を検出します。

   Cisco Network Positioning System Cisco ASR 1000 ルータリリース 1.0 コンフィギュレーションガイド
30 OL-25794-01-J  

ネットワークプロキシミティに使用するルーティングプロトコルの設定

プロキシミティの計算に向けた IS-IS の設定



目的コマンドまたはアクション

• level-1-2：ルーティングプロセスはレベル 2（エリア間）ルータ
としてのみ機能します。このルータはバックボーンの一部であ

り、レベル1とは通信せずに、自身のエリアに存在するルータと
のみ通信します。

該当のレベルで受信パケットのチェックをイネーブルにします。authentication-check {level-1 |
level-2}

ステップ 6   

• level-1：レベル 1の LSP、CSNP、および PSNPの認証タイプ。

例：
(config-router)#
authentication-check level1

• level-2：レベル 2の LSP、CSNP、および PSNPの認証タイプ。

IS-ISで使用する認証のタイプを指定します。authentication-type {md5 | text}
{level-1 | level-2}

ステップ 7   

• md5：Message Digest 5認証。

例：
(config-router)#
authentication-type md5 level-2

• text：クリアテキスト認証。

• level-1：レベル 1パケットでのみ、指定の認証をイネーブルにし
ます。

• level-2：レベル 2パケットでのみ、指定の認証をイネーブルにし
ます。

IS-ISに対して認証をイネーブルにします。authentication key-chain
name-of-chain {level-1 | level-2}

ステップ 8   

• name-of-chain：有効なキーのグループを特定します。

例：

(config-router)# authentication
key-chain abc level-2

• level-1：レベル 1パケットでのみ認証をイネーブルにします。

• level-2：レベル 2パケットでのみ認証をイネーブルにします。

IS-ISプライオリティを指定します。 0～ 255の範囲で値を指定できま
す。デフォルトは 1です。

interface eth0 priority priority

例：
switch(config-router)#
interface eth0 priority 2

ステップ 9   
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第 7 章

NPS の設定例

このモジュールでは、Cisco Network Positioning Systemの設定例について説明します。

• CE-Facing PEの設定例, 33 ページ

• DCE-Facing PEの設定例, 34 ページ

CE-Facing PE の設定例
以下の例では、MC対応のエンティティを 1つおよびMC非対応のエンティティを 2つ定義した
CE-Facing PEの設定を示しています。

hostname ccnsr1.com
ip host ccnsr.com 172.16.0.2
xmpp server type pfm ccnsr.com
xmpp server type cd ccnsr.com
interface eth0
ip address 172.17.0.2 255.255.255.0
no shutdown

router ospf 10
network 172.17.0.0 0.0.255.255 area 0

pfm ce-facing
entity 1
ce-table table1

entity 2
pfr-mc disable
ce-table table2

entity 3
pfr-mc disable
ce-table table10

pfm local-host 10.1.0.2
ce-table table1
ce-address ipv4 10.1.0.1
ce-address ipv4 10.1.1.1
ce-address ipv4 10.1.2.1
ce-address ipv4 10.5.1.1
ce-address ipv4 10.5.2.1

ce-table table2
ce-address ipv4 10.2.1.1 pfr-mc
ce-address ipv4 10.2.2.1

ce-table table10
ce-address ipv4 10.3.1.1 pfr-mc
ce-address ipv4 10.3.2.1
ce-address ipv4 10.3.3.1
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wsma agent
host 10.1.0.2 username cisco password cisco
host 10.2.1.1 username cisco password cisco
host 10.3.1.1 username cisco password cisco
host 10.5.1.2 username cisco password cisco
reconnect-time 60

ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 27.0.0.1

hostname ccnsr1.com
ip host ccnsr.com 172.16.0.2
xmpp server type pfm ccnsr.com
xmpp server type cd ccnsr.com
router ospf 10
network 172.17.0.0 0.0.255.255 area 0

pfm ce-facing
entity 1
ce-table table1

entity 2
pfr-mc disable
ce-table table2

entity 3
pfr-mc disable
ce-table table10

pfm local-host 10.1.0.2
ce-table table1
ce-address ipv4 10.1.0.1
ce-address ipv4 10.1.1.1
ce-address ipv4 10.1.2.1
ce-address ipv4 10.5.1.1
ce-address ipv4 10.5.2.1

ce-table table2
ce-address ipv4 10.2.1.1 pfr-mc
ce-address ipv4 10.2.2.1

ce-table table10
ce-address ipv4 10.3.1.1 pfr-mc
ce-address ipv4 10.3.2.1
ce-address ipv4 10.3.3.1

wsma agent
host 10.1.0.2 username cisco password cisco
host 10.2.1.1 username cisco password cisco
host 10.3.1.1 username cisco password cisco
host 10.5.1.2 username cisco password cisco
reconnect-time 60

DCE-Facing PE の設定例
以下の例では、サービス解決アプリケーションと Jabberサーバも実行している DCE-Facing PEの
設定を示しています。

hostname ccnsr.com
ip host ccnsr.com 172.16.0.2
xmpp server type pfm ccnsr.com
xmpp server type cd ccnsr.com
interface eth0
ip address 172.16.0.2 255.255.255.0
no shutdown

router ospf 10
network 172.16.0.0 0.0.255.255 area 0

pfm local-host 10.4.1.1
pfm dce-facing
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.16.0.1

jabber server
domain ccnsr.com
ipaddr ipv4 172.16.0.2
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cd xmpp username test password test

service-resolution dc dc1 pe-addr 10.4.0.1
service-resolution dc dc2 pe-addr 10.4.1.1
service-resolution dc dc3 pe-addr 10.4.2.1
service-resolution dc dc4 pe-addr 10.4.3.1
service-resolution dc dc5 pe-addr 10.4.4.1
service-resolution dc dc6 pe-addr 10.4.5.1

service-resolution service-request timeout 3600

hostname ccnsr.com
ip host ccnsr.com 172.16.0.2
xmpp server type pfm ccnsr.com
xmpp server type cd ccnsr.com
router ospf 10
network 172.16.0.0 0.0.255.255 area 0

pfm local-host 10.4.1.1
pfm dce-facing
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.16.0.1

cd xmpp username test password test
service-resolution dc dc1 pe-addr 10.4.0.1
service-resolution dc dc2 pe-addr 10.4.1.1
service-resolution dc dc3 pe-addr 10.4.2.1
service-resolution dc dc4 pe-addr 10.4.3.1
service-resolution dc dc5 pe-addr 10.4.4.1
service-resolution dc dc6 pe-addr 10.4.5.1

service-resolution service-request timeout 3600
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